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山鹿市鹿央町千田2966-1 熊本市北区植木町味取190-1
☎0968-36-2130 ☎096-273-2860

鹿央町と植木町の2カ所にあります

　両親と妻と４人で水稲のほか、スイカ・葉
もの野菜等を栽培しています。カントリーは
設立当初から利用しています。元々は乾燥
や籾摺りを行う組合が地区にあったのでそ
ちらを利用していました。
　カントリーの利点はなんといっても、稲を
刈った後もって行くだけで玄米にするまで全
てを任せることができるところです。これに
より、労働力も大きく削減できます。
　また、今摺り米のため、鮮度が保たれた
美味しいお米を食べることができます。カン
トリーは稲作農家にとってとてもありがたい
施設です。

米・麦を
生産する皆様
必見！

本サイロ250ｔ×12基
間隙サイロ70ｔ×5基

本サイロ300ｔ×16基
間隙サイロ80ｔ×6基

サイロ貯蔵設備
（1トン＝約12俵）

１日　１５０ｔ１日　１８０ｔ 荷受乾燥能力

利用者に聞く
山鹿市鍋田瀬口 智治さん（５６）

せ  ぐち　  ともはる
鹿本広域中央カントリーを利用する

　本年産米も一俵でも多く御出荷頂きますよう集荷推進を
行ってまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

※集荷対策・概算金については後日お知らせいたします。

鹿本広域中央
カントリーエレベーター 植木カントリーエレベーター

カントリーエレベーターって？連載

　ＪＡは今日まで「農家組合員の生活を支え、地域の農業を振興す
る」など目的として多様な事業展開を行ってきました。
　しかしながら「政府による農業政策の見直し・農業者の高齢化・担
い手不足・耕作放棄地の増加」など、わたしたち（農業・地域・ＪＡ）を
とりまく情勢は依然として厳しく、さらに改正農協法の施行に伴う
「農協改革」を政府により求められています。
　これらの情勢や課題を踏まえ、ＪＡ鹿本では３つの基本目標（「農
業者の所得増大」・「農業生産の拡大」・「地域の活性化」）の実現に
向けた「創造的自己改革」を更に進めてまいります。

なぜ自己改革が必要なのか？

農業者の所得増大

１

ＪＡ鹿本の長期ビジョン

創造的自己改革
（１０年後のあるべき姿）

　主業農家が他産業
並みの所得を確保して
いる

農業生産の拡大

2

　「地域営農ビジョン」に
基づいた農業振興を、地
域とＪＡがひとつとなって
実現しており、地域の農
業が今の変わらぬ生産基
盤を維持している

地域の活性化

3

　組合員の積極的なＪＡ
運営への参画と、総合
事業や組織活動などを
通じた交流が活発に行
われており、組合員及び
地域のニーズに基づく、
満足度の高い事業・活動
を展開している

次月号に続く▶▶▶
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